いって声が聞こえてくるの」
「そりや、お父さんたちは、おまえの力も知っているし、反対はしないさ。でもね、ポーラ。
今はスリークの街に移動したくてもできないのさ。実はスリークの街へ向かう途中のトンネ
ルに幽霊が出てね。どうしてもツーソンに引きもどされてしまうんだ」
「幽霊が邪魔を!パパ、そこを通る方法は全然ないの?」
「さあな……。もしかすると、トンズラブラザーズなら可能かもしれないね」
トンズラブラザーズというのは、今ツーソンの街の劇場に出演している人気ミュージシャ
ンで、ノリのよさでは天下一品といわれる人たちだ。
「何しろ幽霊の力をうちやぶるほどのノリのよさは、あいつら以外には望めないからな……」
なるほどトンズラブラザーズに頼めば、トンネルを越えられるわけか。なら、話は早い。
今すぐにでも、トンズラブラザーズに会いに行こう。
〓『ミスターの帽子』を入手した。アイテムリストにチェックして…397
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サブマリンには、魔境のデータがインプットされてたようだ。ジェフが、内部のコンピュ
ータに"魔境"と入れると、サブマリンはためらいもせずに動きだし、1時間ほどで、どこ
かの海辺に到着した。ここが、ぼくらの目ざす魔境かどうか、確かめるすべはないけれど、

